
令和元年度　病院勤務医および医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

～平成30年度（継続中）

医師・看護師等の業務分担 助産師との連携 ■ 正常分娩の助産師での対応 □ 助産師外来の検討

看護職員関係 ■ 病棟業務での一部静脈注射 ■ 特定行為看護師の養成 □ 看護クラークの増員

■ 事前指示による薬剤投与 □ IVナースの増員

■ 病棟業務の見直し

■ クリパスの推進

■ 看護師によるCT検査時の造影剤注射実施

■ 歯科衛生士による口腔ケアの実施

■ 嚥下チームへの看護師の派遣

■ 初診時の予診の実施【追加】

■ IVナースの育成

■ 静脈採血等の実施【追加】

薬剤師関係 ■ 入院抗がん剤調製の実施 ■ 疑義照会外来プロトコルの導入 □ 病棟薬剤師業務の充実

■ 役割分担の検討 ■ 残薬調整の実施 □ 減薬の推進【新規】

■ 入院・外来処方修正の薬剤師権限の拡大

■ 入院定期処方の廃止

■ 病棟薬剤師業務の実施

■ 服薬指導【追加】

臨床検査技師関係 ■ 腹部エコー・心エコーの検査技師の導入 ■ 心エコー対応職員の育成 □ 新たなエコー対応職員の育成

■ 部署内の業務との調整

■ 若い技師の養成

■ 検査手順の説明の実施【追加】

その他の職種 ■ リハにおける嚥下造影準備をSTが実施 □ 外来放射線照射診療料の新規取得の検討

■ 心リハ外来、整形外来の実施（技師による医師への補助）

■ ドックの透視検査を技師により実施

■ 入院の説明の実施【追加】

医師に対する医師事務作業補助体制 医師事務作業補助者の配置 ■ 医師事務作業補助体制加算（20：1）体制の維持 □ 医師事務作業補助体制加算（15：1）の検討

■ 配置効果の検証 □ 増員の検討

■ 欠員発生時への対応

■ 能力向上の取り組み

■ 配置拡大の実施

医師事務作業補助者の業務拡大 ■ 入院業務の実施 □ 業務範囲の検討・拡充

■ 業務範囲の規程化 □ 導入診療科の拡充

■ 業務依頼ルートの確立

短時間正規雇用の医師の活用 短時間正規雇用の医師の活用 ■ 制度的検討 □ 導入に向けた調査研究

■ 該当者の求人・雇用の検討

地域の他の医療機関との連携体制 地域の他の医療機関との連携体制 ■ 地域連携パスの推進 □ 他病院とのt-PA輪番制の検討

■ 医師会、関係医療機関との連携強化

■ まめネットの推進

■ 地域医療支援病院の維持

交代勤務制の導入の検討 交代勤務制の検討 ■ 交代制勤務の可能性調査 □ 導入に向けた調査研究

宿日直シフトの見直し ■ 導入に向けた検討 □ 導入に向けた調査研究

院内保育の設置 院内保育の設置 ■ 院内保育所による保育を実施

■ 夜間帯保育の実施

予定手術の場合の当直、夜勤体制 予定手術の場合の当直、夜勤体制の検討 ■ 各医師の申請により実施

外来縮小の取り組み 初診時選定療養費 ■ 5,400円を徴収 □ 更なる引き上げの検討

■ 効果の評価

時間外選定療養費 ■ 5,400円を徴収 □ 効果を更に上げる

■ 効果の評価

再診時選定療養費 ■ 2,500円を徴収 □ 効果の評価

■ 効果の評価

逆紹介の推進 ■ 逆紹介推進の周知

■ 数値目標による、逆紹介の推進

■ 逆紹介業務体制の見直し

※計画内容、進捗管理については、医師業務軽減検討委員会において、随時おこなっていく。　運営会議などの基幹会議を通じて、職員への周知・徹底を図る。

※【追加】は届出のために項目を見直し追加した取組、【新規】は当初計画に掲載されていなかった取組
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